
９
月
に
入
っ
て
も
ま
だ
暑
い
日
は

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
福
島
の
今

年
の
夏
は
西
日
本
に
比
べ
る
と
だ

い
ぶ
過
ご
し
や
す
か
っ
た
様
で
す
。

毎
年
、
今
頃
に
な
る
と
、
住
民

健
診
の
結
果
が
届
き
ま
す
。
ど
き

ど
き
し
て
ご
覧
に
な
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

如
何
で
し
た
か
？
。
「
結
果
が
怖
い
の
で
ま
だ
受

け
た
こ
と
が
な
い
」
、
あ
る
い
は
「
以
前
受
け
た
こ

と
は
あ
る
が
こ
こ
数
年
は
受
け
て
い
な
い
」
と
い
う

方
が
お
い
で
で
し
た
ら
是
非
受
け
る
こ
と
を
お
す

す
め
致
し
ま
す
。
万
が
一
何
ら
か
の
異
常
が
指
摘

さ
れ
て
も
早
い
段
階
な
ら
大
丈
夫
で
す
。
知
ら
ず

に
い
て
手
遅
れ
に
な
っ
て
は
大
変
で
す
し
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
は
毎
年
撮
影
し
て
あ
れ
ば
、
何

か
あ
っ
た
時
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
比
較
す
る
事
が
で

き
て
、
微
妙
な
異
常
を
診
断
す
る
際
に
非
常
に
役

に
立
ち
ま
す
。
せ
っ
か
く
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
の
で
、

最
大
限
に
利
用
さ
れ
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

住
民
検
診
の
結
果
の
見
方
に
つ
い
て
は
、
平
成

九
年
九
月
（
第
八
号
）
で
一
度
お
話
し
て
お
り
ま

す
が
今
月
は
そ
の
時
に
は
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た

心
電
図
所
見
を
中
心
に
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
民
健
診
の
項
目
の
一
つ
に
心

電
図
検
査
が
あ
り
ま
す
が
、
心

電
図
は
心
臓
そ
の
も
の
の
異
常
の

発
見
の
ほ
か
に
全
身
的
な
異
常

を
発
見
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
少
々
専
門
的
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
比
較

的
良
く
見
ら
れ
る
代
表
的
な
所

見
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
洞
性
徐
脈

徐
脈
と
い
う
の

は
脈
が
ゆ
っ
く
り
と
言
う
こ
と
で

す
。
そ
の
中
で
洞
性
徐
脈
と
い
う

の
は
、
心
臓
の
拍
動
の
司
令
塔
か
ら
発
せ
ら
れ
る

脈
の
リ
ズ
ム
が
ゆ
っ
く
り
に
な
っ
た
状
態
を
言
い

ま
す
。
一
分
間
に
５
０
以
下
の
場
合
に
「
要
指
導
」
、

４
０
以
下
の
場
合
に
「
要
医
療
」
と
な
り
ま
す
。
こ

の
所
見
は
甲
状
腺
機
能
低
下
症
や
あ
る
種
の
降

圧
剤
服
用
時
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。
洞
機
能
不

全
で
３
０
台
に
な
る
場
合
に
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

が
必
要
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
洞
性
頻
脈

頻
脈
と
は
脈
が
速
く
な
っ
て
い

る
事
を
言
い
ま
す
。
洞
性
徐
脈
の
場
合
と
同
じ
に
、

単
に
脈
が
速
い
状
態
を
洞
性
頻
脈
と
言
い
ま
す
。

一
分
間
に
１
０
０
以
上
の
場
合
に
「
要
指
導
」
、
１
２

０
以
上
の
場
合
に
「
要
医
療
」
と
な
り
ま
す
。
心
電

図
を
と
る
時
な
ど
の
緊
張
時
や
運
動
後
に
も
脈

が
速
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
洞
性
頻
脈
で
す
。

病
気
で
は
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
、
貧
血
、
感
染
・

発
熱
時
な
ど
に
見
ら
れ
ま
す
。

■
期
外
収
縮

期
外
収
縮
は
、
不
整
脈
の
代
表

的
な
も
の
で
通
常
の
脈
の
間
隔
よ
り
も
早
く
心

臓
の
収
縮
が
起
こ
る
も
の
で
、
上
室
性
と
心
室
性

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
期
外
収
縮
は
通
常
の
脈

の
司
令
塔
以
外
の
場
所
か
ら
収
縮
の
指
令
が
出

る
事
が
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
指
令
が
心
臓

の
上
の
方
（
心
房
）
で
起
こ
っ
た
場
合
が
上
室
性
期

外
収
縮
、
下
の
方
（
心
室
）
で
起
こ
っ
た
場
合
が
心

室
性
期
外
収
縮
で
す
。

■
上
室
性
期
外
収
縮

上
室
性
期
外
収
縮
が
散

見
さ
れ
る
程
度
で
は
心
配
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多

発
性
、
多
源
性
（
期
外
収
縮
の
発
生
源
が
複
数
あ

る
場
合
）
、
２
連
発
、
３
連
発
な
ど
の
場
合
に
は
精

査
が
必
要
で
す
の
で
、
「
要
医
療
」
と
な
り
ま
す
。

■
心
室
性
期
外
収
縮

正
常
人
で
も
寝
不
足
や

コ
ー
ヒ
ー
、
た
ば
こ
の
飲
み
過
ぎ
な
ど
の
場
合
に

よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
上
室
性
期
外
収
縮
と
同
じ
く

１
回
の
心
電
図
に
３
個
以
下
の
場
合
に
は
「
要
指

導
」
と
判
定
し
て
特
に
治
療
の
対
象
と
は
し
ま
せ

ん
が
、
多
発
し
て
い
る
場
合
、
多
源
性
の
場
合
、
２

連
発
、
３
連
発
以
上
な
ど
の
場
合
に
は
、
「要
医
療
」

と
な
り
、
期
外
収
縮
が
起
こ
る
原
因
を
精
査
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
心
房
細
動

心
房
の
各
所
か
ら
不
定
期
に
脈

が
発
せ
ら
れ
る
状
態
で
、
脈
の
間
隔
は
完
全
に
不

規
則
に
な
り
ま
す
。
僧
帽
弁
疾
患
、
冠
動
脈
疾
患
、

肺
塞
栓
、
甲
状
腺
機
能
亢
進
症
な
ど
で
み
ら
れ
、

「
要
医
療
」
と
な
り
ま
す
。

■
左
室
肥
大

高
血
圧
、
心
臓
弁
膜
症
、
心
筋

症
な
ど
の
疾
患
で
心
臓
の
筋
肉
が
厚
く
な
っ
た
時

な
ど
に
見
ら
れ
る
所
見
で
、
心
室
の
収
縮
を
示
す

波
の
高
さ
が
高
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
や
せ
た
人

や
若
年
者
で
は
異
常
が
な
く
て
も
こ
の
所
見
が
み

ら
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。
程
度
が
軽
い
場
合
に
は

「
要
指
導
」
で
す
が
、
変
化
が
大
き
い
場
合
に
は

「
要
医
療
」
と
な
り
ま
す
。

■
房
室
ブ
ロ
ッ
ク

脈
が
心
房
か
ら
心
室
に
伝

え
ら
れ
る
所
で
伝
わ
り
に
く
く
な
る
状
態
で
す
。

そ
の
程
度
に
よ
り
一
度
～
３
度
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
一
度
の
房
室
ブ
ロ
ッ
ク
は
自
律
神
経
の
一
つ

で
あ
る
迷
走
神
経
の
緊
張
が
強
い
場
合
な
ど
に
見

ら
れ
ま
す
が
、
特
に
治
療
は
必
要
な
い
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
二
度
以
上
の
場
合
に
は
精
査
が
必

要
で
す
の
で
、
「
要
医
療
」
と
な
り
ま
す
。

■
完
全
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク

心
房
か
ら
心
室
に
伝

わ
っ
た
刺
激
は
、
右
脚
と
左
脚
に
分
か
れ
て
心
室

内
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
右
脚
の
伝
導
の
み
が
障
害

さ
れ
た
状
態
が
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
の

状
態
に
よ
っ
て
完
全
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク
と
不
完
全
右

脚
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
ま
す
。
完
全
右
脚
ブ
ロ
ッ

ク
は
年
齢
が
進
む
に
つ
れ
て
頻
度
は
高
く
な
り

ま
す
が
、
原
因
疾
患
不
明
の
場
合
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク
の
み
の
場
合
に

は
通
常
あ
ま
り
問
題
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
完
全
左
脚
ブ
ロ
ッ
ク

左
脚
の
伝
導
が
障
害

さ
れ
た
も
の
で
す
。
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
頻
度
は

少
な
い
で
す
が
、
虚
血
性
心
疾
患
、
高
血
圧
、
各

種
疾
患
に
よ
る
左
室
肥
大
、
心
不
全
な
ど
で
認
め

ら
れ
る
事
が
多
く
精
査
が
必
要
で
す
。

■
Ｗ
Ｐ
Ｗ
症
候
群

生
ま
れ
つ
き
脈
が
伝
わ
る

道
に
問
題
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
突
然
脈
が
速
く

な
る
発
作
（
発
作
性
上
室
性
頻
拍
と
言
い
ま
す
）

を
起
こ
す
事
が
あ
り
ま
す
。
一
度
は
専
門
医
で
精

査
を
受
け
る
事
を
お
す
す
め
致
し
ま
す
。

■
低
電
位

脈
の
大
き
さ
が
全
て
の
誘
導
で
小

さ
い
場
合
に
低
電
位
と
診
断
し
ま
す
。
心
臓
を
包

む
膜
に
水
が
た
ま
っ
た
場
合
や
甲
状
腺
機
能
低

下
症
な
ど
の
時
に
認
め
ら
れ
る
異
常
で
す
の
で
、

原
因
を
詳
し
く
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
Ｓ
Ｔ
・
Ｔ
変
化

心
臓
の
収
縮
の
回
復
過
程
に

表
れ
る
波
で
Ｓ
Ｔ
上
昇
、
Ｓ
Ｔ
低
下
、
Ｔ
波
平
低
、

逆
転
Ｔ
波
な
ど
の
異
常
を
ま
と
め
て
Ｓ
Ｔ
・
Ｔ
変

化
と
判
定
し
ま
す
。
虚
血
性
心
疾
患
、
左
室
肥
大
、

心
筋
症
な
ど
の
器
質
的
な
異
常
の
あ
る
場
合
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
精
査
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
異
常
Ｑ
波

異
常
Ｑ
波
は
心
筋
梗
塞
で
認
め

ら
れ
る
も
の
で
す
。
通
常
心
筋
梗
塞
で
は
激
し
い

胸
痛
が
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
検
診
時
（
無
症
状
）
に

こ
の
所
見
が
見
ら
れ
た
時
に
は
、
古
い
心
筋
梗
塞

の
所
見
を
意
味
す
る
事
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度

詳
し
く
調
べ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

以
上
、
駆
け
足
で
心
電
図
検
査
で
認
め
ら
れ
る

主
な
異
常
所
見
に
つ
い
て
触
れ
て
み
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
に
も
色
々
な
異
常
が
あ
り
ま
す
の
で
心

配
な
時
に
は
ご
遠
慮
な
く
外
来
で
ご
質
問
下
さ

い
（
図
を
使
っ
て
説
明
す
る
方
が
ず
っ
と
わ
か
り

や
す
い
で
す
）
。
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ありすぎて、混乱を招きかねない状
況でもあります。テレビ番組の中にはちょっと
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